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い
わ
ゆ
る
「
偽
情
報
」
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―

19
の
感
染
拡
大
、

能
登
半
島
地
震
、
衆
議
院
議
員
総
選
挙
な
ど
に
関
連
し
て
、
日

本
に
お
い
て
も
看
過
し
難
い
社
会
問
題
を
提
起
し
た
。
そ
こ
で

は
、
偽
情
報
の
拡
散
・
増
幅
が
、
我
々
の
認
知
過
程
を
歪
め
、

感
情
を
徒
に
刺
激
し
、
人
の
生
命
・
身
体
の
み
な
ら
ず
、
民
主

主
義
を
も
危
険
に
晒
し
う
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
既
に

諸
外
国
で
は
、
偽
情
報
が
一
部
大
衆
の
人
心
を
惑
わ
せ
、
議
会

等
の
政
府
施
設
の
襲
撃
へ
と
向
か
わ
せ
る
事
態
に
ま
で
至
っ
て

い
る
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
（
二
〇
二
一
年
一
月
六
日

の
米
国
連
邦
議
会
議
事
堂
襲
撃
事
件
、
二
〇
二
三
年
一
月
八
日
の
ブ

ラ
ジ
ル
三
権
広
場
襲
撃
事
件
）。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
前
に
、
偽
情
報
の
問
題
性
を
否
定
す
る

者
は
誰
も
い
な
く
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

偽
情
報
に
ど
う
向
き
合
い
、
ど
う
対
処
す
べ
き
か
に
つ
い
て
、

世
界
的
に
未
だ
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
得
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
背

景
に
は
、
情
報
の
真
偽
に
関
す
る
客
観
的
判
断
が
難
し
く
、
政

府
に
よ
る
（
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
ら
へ
の
）
削
除
要
請
と

い
う
単
純
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
、
表
現
の
自
由
（
憲
法
二
一
条
）

と
の
関
係
で
問
題
を
孕
み
う
る
と
い
う
理
由
が
あ
る
。
し
か
し
、

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
偽
情
報
は
、「
人
間
の
本
性
」
そ
の
も

の
に
強
く
作
用
し
、
悪
意
な
く
拡
散
・
連
鎖
さ
れ
る
傾
向
を
も

つ
が
ゆ
え
に
、
政
治
秩
序
そ
の
も
の
を
著
し
く
不
安
定
化
さ
せ

う
る
と
い
う
理
由
も
あ
ろ
う
。

　

か
つ
て
ホ
ッ
ブ
ズ
（T

hom
as H

obbes

）
は
、
情
動
的
存
在
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と
し
て
の
大
衆
が
宗
教
勢
力
（
と
り
わ
け
長
老
派
）
に
よ
る
デ

マ
ゴ
ー
グ
（
偽
り
の
「
説
教
」）
に
よ
っ
て
惑
わ
さ
れ

0

0

0

0

、「
狼
」

化
し
て
内
戦
へ
と
駆
り
立
て
ら
れ
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
内
乱
（
清

教
徒
革
命
）
に
、
あ
の
「
自
然
状
態
」（
万
人
の
万
人
に
対
す
る

戦
争
状
態
）
を
見
た
。「
惑
わ
し
の
力
」
に
よ
っ
て
政
治
秩
序

が
崩
壊
す
る
様
を
克
明
に
描
い
た
晩
年
の
作
品
『
ビ
ヒ
モ
ス
』

で
は
、「
長
老
派
は
説
教
壇
に
入
る
際
に
表
情
や
身
振
り
を
工

夫
し
、
祈
禱
と
説
教
の
両
方
に
お
い
て
発
声
を
案
配
し
て
、

人
々
が
理
解
し
よ
う
と
し
ま
い
と
聖
書
の
文
句
を
利
用
し
た
。

そ
れ
は
、
こ
の
世
の
ど
の
よ
う
な
悲
劇
俳
優
と
い
え
ど
も
、
彼

ら
よ
り
も
上
手
に
、
ま
っ
と
う
な
信
仰
篤
い
人
物
を
演
じ
た
者

は
あ
り
得
な
か
っ
た
ほ
ど
だ
。
そ
う
い
う
手
練
手
管
に
気
づ
か

な
い
人
は
、（
長
老
派
が
計
画
し
た
）
国
に
対
す
る
動
乱
教
唆
と

い
う
野
心
的
な
企
み
を
、
と
う
て
い
見
抜
く
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
」
と
も
述
べ
て
い
る
（
ホ
ッ
ブ
ズ
〔
山
田
園
子
訳
〕『
ビ
ヒ

モ
ス
』〔
岩
波
書
店
、
二
〇
二
二
年
〕
四
一
頁
）。

　

既
に
『
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
』
で
も
、
教
会
に
よ
る
聖
書
の

「
誤
用
」
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。

　
「
敵
は
私
た
ち
の
生
来
の
無
知
と
い
う
夜
の
な
か
に
い
て
、

霊
的
誤
り
の
毒
麦
を
撒
い
て
き
た
。
そ
れ
は
第
一
に
は
、

『
聖
書
』
の
光
を
誤
っ
て
用
い
、
こ
れ
を
消
滅
さ
せ
る
こ
と

に
よ
っ
て
。
…
…
第
二
に
は
、
異
教
の
詩
人
た
ち
の
悪
魔
の

学
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
。
い
い
か
え
れ
ば
、
…
…
た

ん
に
脳
髄
の
幻
影
も
し
く
は
幻
想
に
す
ぎ
な
い
悪
魔
に
か
ん

す
る
途
方
も
な
い
教
説
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
」。「
こ

の
よ
う
に
し
て
私
た
ち
は
『
惑
わ
し
の
霊
に
気
を
と
ら
れ
』、

ま
た
み
ず
か
ら
の
知
識
に
反
し
て
『
良
心
を
ま
ひ
さ
せ
』、

『
偽
善
に
よ
っ
て
う
そ
を
つ
く
人
々
』
…
…
の
悪
魔
の
学
に

気
を
と
ら
れ
、
誤
り
を
犯
す
こ
と
に
な
る
」（
ホ
ッ
ブ
ズ
〔
永

井
道
雄
ほ
か
訳
〕『
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
Ⅱ
』〔
中
央
公
論
新
社
、

二
〇
〇
九
年
〕
三
〇
一
頁
）。

　

か
よ
う
に
、
ホ
ッ
ブ
ズ
の
「
自
然
状
態
」
は
、
人
間
の
情
動

性
と
、
そ
の
弱
き
心
を
惑
わ
せ
る
偽
情
報
（
と
ホ
ッ
ブ
ズ
が
考

え
る
も
の
）
の
拡
散
・
増
幅
と
深
く
関
連
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
こ
と
に
思
い
至
る
と
き
、
今
日
の
偽
情
報
が
、
政
治
秩
序

に
と
っ
て
極
め
て
根
源
的
な
問
題

0

0

0

0

0

0

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
い

ま
偽
情
報
は
、
報
道
機
関
を
含
む
専
門
家
集
団
の
権
威
が
失
墜

し
（
情
報
空
間
の
民
主
化
）、
ユ
ー
ザ
ー
の
ク
リ
ッ
ク
（
閲
覧

数
・
表
示
数
＝
関
心
）
を
得
る
こ
と
が
全
て
と
い
う
「
ア
テ
ン

シ
ョ
ン
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
」
の
跋
扈
す
る
情
報
空
間
の
下
で
日
常
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化
し
、
Ａ
Ｉ
・
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
に
よ
っ
て
心
理
的
脆
弱
性
を
抱

え
る
者
に
選
択
的
・
集
中
的
に
投
下
さ
れ
る
よ
う
な
状
況
に
あ

る
（
ア
テ
ン
シ
ョ
ン
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
と
エ
コ
ー
チ
ェ
ン
バ
ー
な
ど

の
問
題
に
つ
き
、
山
本
龍
彦
『
ア
テ
ン
シ
ョ
ン
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
ジ

レ
ン
マ
』〔
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
、
二
〇
二
四
年
〕）。
と
な
れ
ば
、

Ａ
Ｉ
を
含
む
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
実
装
方
法
次
第
で
、
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
内
乱
時
以
上
に
―
―
科
学
的
に

0

0

0

0

―
―
人
間
の
心
を
惑
わ
せ
、

「
狼
」
化
さ
せ
る
こ
と
―
―
「
万
人
の
万
人
に
対
す
る
戦
争
状

態
」
を
作
り
出
す
こ
と
―
―
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
も

思
わ
れ
る
。
偽
情
報
を
用
い
た
情
報
戦
、
と
り
わ
け
認
知
戦
の

広
が
り
は
、
こ
の
よ
う
な
偽
情
報
の
「
兵
器
化
」
を
前
提
に
し

た
も
の
と
も
言
え
よ
う
。

　

本
研
究
大
会
の
テ
ー
マ
は
、「
偽
情
報
と
〇
〇
」
で
は
な
く
、

そ
の
も
の
ず
ば
り
、「
偽
情
報
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
先
述
の

よ
う
に
、
偽
情
報
が
「
自
然
状
態
」・
混
沌
へ
の
回
帰
と
い
う

リ
ス
ク
を
も
含
ん
だ
根
源
的
な
も
の

0

0

0

0

0

0

で
あ
り
、
そ
の
問
題
性
を

容
易
に
は
要
約
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
聖
書
の
英
訳
を

契
機
と
し
た
情
報
空
間
の
民
主
化
や
自
然
科
学
の
発
展
と
い
っ

た
知
的
環
境
の
劇
的
変
化
の
な
か
を
生
き
た
ホ
ッ
ブ
ズ
が
、
メ

ル
セ
ン
ヌ
・
サ
ー
ク
ル
に
お
け
る
領
域
横
断
的
対
話
な
ど
を
経

て
「
リ
ヴ
ァ
イ
サ
ン
」（
主
権
国
家
）
な
る
秩
序
回
復
装
置
を

「
発
明
」
し
た
よ
う
に
、
と
も
す
る
と
今
回
も
、「
人
間
の
本

性
」
に
関
す
る
領
域
横
断
的
対
話
を
踏
ま
え
た
ラ
デ
ィ
カ
ル
な

社
会
制
度
の
構
築
（
社
会
契
約
）
が
必
要
と
な
る
の
か
も
し
れ

な
い
。
本
研
究
大
会
は
、
テ
ー
マ
を
あ
え
て
オ
ー
プ
ン
に
す
る

こ
と
で
、
様
々
な
バ
ッ
グ
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
も
つ
研
究
者
の
参
加

を
促
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
「
偽
情
報
」
の
問
題
を
語
っ

て
も
ら
う
こ
と
で
、
領
域
横
断
的
対
話
を
は
ぐ
く
み
、
こ
の
根

源
的
な
問
題
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
手
が
か
り
を
見
出
す
こ

と
を
目
的
に
企
画
さ
れ
た
。

　

問
題
提
起
と
し
て
、
ま
ず
烏
谷
昌
幸
（
政
治
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
論
）
は
、「
偽
情
報
」
を
広
義
に
捉
え
た
う
え
で
「
陰

謀
論
」
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
、
陰
謀
論
が
現
代
の
ア
メ
リ
カ
政
治

に
ど
の
よ
う
に
入
り
込
み
、
政
治
的
資
源
と
し
て
「
悪
用
」
さ

れ
て
い
る
の
か
を
検
討
す
る
。
水
谷
瑛
嗣
郎
（
憲
法
、
メ
デ
ィ

ア
法
）
は
、
虚
偽
表
現
の
自
由
や
Ａ
Ｉ
と
結
び
つ
い
た
現
在
の

情
報
空
間
の
「
構
造
」
を
批
判
的
に
考
察
し
、
こ
れ
を
立
憲
的

0

0

0

に0

再
設
計
す
る
方
向
性
を
検
討
す
る
。
三
谷
文
栄
（
政
治
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
）
は
、
メ
デ
ィ
ア
を
介
し
た
偽
情
報
と
感

情
と
の
相
互
作
用
に
焦
点
を
当
て
、
偽
情
報
の
生
産
・
拡
散
・

共
有
を
「
感
情
の
政
治
」
と
い
う
観
点
か
ら
検
討
す
る
。
笹
原

和
俊
（
計
算
社
会
科
学
）
は
、
三
人
の
前
記
指
摘
を
計
算
社
会



124

法学研究 97 巻 12 号（2024：12）

科
学
の
研
究
成
果
か
ら
裏
付
け
、
論
点
を
再
整
理
す
る
と
と
も

に
、
生
成
Ａ
Ｉ
、
と
り
わ
け
デ
ィ
ー
プ
フ
ェ
イ
ク
が
さ
ら
な
る

混
沌
を
も
た
ら
す
危
険
性
を
指
摘
す
る
。
宇
田
川
敦
史
（
メ
デ

ィ
ア
論
）
は
、
陰
謀
論
等
が
拡
散
す
る
メ
デ
ィ
ア
の
機
能
や
性

質
に
目
を
向
け
る
重
要
性
、
情
動
や
感
情
な
ど
、
人
間
の
認
知

プ
ロ
セ
ス
自
体
を
対
象
化
す
る
よ
う
な
リ
テ
ラ
シ
ー
の
あ
り
方

を
検
討
す
る
重
要
性
を
説
く
。
研
究
大
会
で
は
そ
の
後
フ
リ
ー

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、「
偽
情
報
」
問
題
は
、
と
り

も
な
お
さ
ず
、
そ
れ
に
惑
わ
さ
れ
る
人
間
の

0

0

0

問
題
な
の
で
あ
り
、

そ
こ
で
生
じ
る
混
沌
こ
そ
が
デ
モ
ス
の
支
配
（
ク
ラ
テ
ィ
ア
）

と
し
て
の
民
主
主
義
（
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
）
の
真
の
姿
だ
と
い
う

こ
と
に
刮
目
す
べ
き
―
―
そ
こ
か
ら
議
論
を
始
め
る
べ
き
―
―

と
の
主
張
や
、
情
動
や
感
情
の
レ
ジ
ー
ム
に
対
し
て
知
の
ア
カ

デ
ミ
ア
（
と
し
て
の
大
学
）
が
い
か
に
対
峙
す
べ
き
か
と
い
っ

た
論
点
が
提
示
さ
れ
、
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。

　

本
研
究
大
会
で
は
、「
偽
情
報
」
対
策
に
関
す
る
法
制
度
の

詳
細
な
検
討
や
、
各
国
状
況
の
具
体
的
な
比
較
は
な
さ
れ
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
今
日
の
偽
情
報
が
、
ア
テ
ン
シ
ョ
ン
・
エ
コ

ノ
ミ
ー
と
い
う
「
構
造
」
と
密
接
に
関
連
し
、「
人
間
の
本
性
」

に
強
く
働
き
か
け
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
本
研
究
大
会
で
な
さ

れ
た
よ
う
な
「
人
間
」
や
「
政
治
」
の
本
質
的
あ
り
様
を
も
射

程
に
入
れ
た
領
域
横
断
的
対
話
こ
そ
が
ま
ず
は
重
要
で
あ
ろ
う
。

「
偽
情
報
」
な
る
問
題
は
、
心
理
的
、
認
知
的
な
も
の
で
あ
り
、

経
済
的
、
技
術
的
な
も
の
で
も
あ
る
。
そ
の
克
服
は
困
難
を
極

め
る
だ
ろ
う
が
、
本
研
究
大
会
の
成
果
を
手
が
か
り
に
、
そ
の

議
論
が
さ
ら
に
発
展
す
る
こ
と
に
期
待
し
た
い
。


